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学歴と1まある人が1つの教育課

程を修了したことを裏書したも

のであって､必 ずしもその人が

学歴を持たない人以上に能力

又は素養を持っているとは言え

ない｡しかし東洋の社会､特 に

台湾では必要以上に学歴を過

大評価しその結果､社 会的に浪費が見受けられる｡例え

ば､どの家庭でも経済力が許す限り子供が幼稚園か小学

校の頃から名門校を目標に子供達を無意義な試験地獄

に追い込み､入 学試験と関連のない学課は往々として疎

かにされ､家 における雑務も親たちが全部担い､こうして

育った子供は所謂｢書 呆子｣(学 問馬鹿)となり､社会に出

ても思考力に欠け､苦 しさに耐えることが出来ない人にな

りがちである｡一 番痛感する事は高学歴を追求する為に

何年も浪人し､一生のなかで最も想像力と創意力に富む

若き歳月を入試の為､学 位の為に浪費する事である｡欧

米では25か26歳 で博士学位を修得し､早速思考力､想

像力の最も盛んな歳月を本格的な仕事場で発揮出来る

のに対し､台湾や中国ではその学位を取る為に30～35

歳まで学生として学校に留まっている数多の例を見ると心

苦しくなる｡企 業あるいは世の中に存在する職業は必ず

しも博士号を持った人がふさわしいだろうか?答 えは無論

否定であるが､学 歴に迷信する社会では往々にして極端

に走り勝ちである｡例 えば台湾では一時期内閣の部長級

(大臣級)の職位の半数以上が博士学位を持っている事

で有頂天になり､それを報道していたのを思い出す｡甚 だ

しい例に至っては､ある機構では所長級の職位に学位が

なければ更迭されたという極端な例があった｡高 学歴を持

つ事はマイナスではないが決していかなるケースの必要条

件でもなく充分条件でもないという事実をわきまえるべき

と思う｡逆に個人の人生における必要以上の歳月を学位

のために潰す事は時間的浪費であり､鋭い創意力に富む

若き歳月を生涯の本場に使えなかった損失は大いになげ

かわしい｡

五年位前に豪州のメルボルン大学を訪問した時､オー

ストラリアの化学工学の生徒達は大学部を終えた後.大

部分の学生は社会に出て早く自分の生涯を拓げる途に進

む事を選んでいる｡本 当に学術あるいは技術研究に興味

を持った約一割の学生だけが大学院に進み､三 年位で博

士課程を終え充分鋭気の一番盛んな時に個人の仕事の

本場で能力を淋滴に発揮出来る環境がとても羨ましく思

われた｡

見栄にとらわれ徒らに高学歴を追うより､如何なる時も

周囲より不断に学ぶ能力と個人の人生観に適応した伸び

方に生きていくのが人としては幸福でなかろうか?


